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62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援によ

り、安心して暮らせている

（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足し

ていると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせてい

る

（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると

思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員は、活き活きと働けている

（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

59

利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみ

られている

（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつなが

りが拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が増えてい

る

（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

58

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪

ねて来ている

（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある

（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることを

よく聴いており、信頼関係ができている

（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる

（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63
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平成25年11月17日

法人名 株式会社　ケアジャパン

事業所名 グループホーム永山亭

訪問調査日

　（別紙４-１）

自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび外部評価結果外部評価結果外部評価結果外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0172901852
　一般浴の他に、車椅子の方が安心して入浴できる機械浴を設置しています。機械浴の浴槽は、ヒ

ノキで作られており、心身共にリラックスする事ができます。又、開設当初より、各ユニットごとにパピ

ヨンとダックスフンドを飼育しており、入居者の方の役割として餌やおやつをあげて頂いたり、入居者

の方やスタッフの癒しとなり、毎日楽しく生活して頂いてます。町内会の行事等にお声を掛けて頂い

た際は、利用者の方とともに、積極的に参加させて頂き、地域との交流を深めています。ケア理念に

沿って、入居者の方に安心とゆとりのある生活を送れるよう、１人１人のペースや意思を尊重し、ス

タッフ自身笑顔を絶やさず、明るく楽しく支援させて頂けるよう努めています。

所在地 旭川市永山４条２２丁目４番１２号

自己評価作成日

平成25年12月2日

評価結果市町村受理日
平成25年12月20日

ⅤⅤⅤⅤ．．．．サービスサービスサービスサービスのののの成果成果成果成果にににに関関関関するするするする項目項目項目項目（（（（ユニットユニットユニットユニット1 1 1 1 アウトカムアウトカムアウトカムアウトカム項目項目項目項目）　　）　　）　　）　　※※※※項目項目項目項目№№№№1111～～～～55555555でででで日頃日頃日頃日頃のののの取取取取りりりり組組組組みをみをみをみを自己点検自己点検自己点検自己点検したうえでしたうえでしたうえでしたうえで、、、、成果成果成果成果についてについてについてについて自己評価自己評価自己評価自己評価しますしますしますします

【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

このグループホーム「永山亭」は開設から９年が経過し、開設当初から利用されている方も高齢にな

り、ケアの内容も変化してきている。職員は利用者の現状に合わせた関わり方の検討を積み重ね、

利用者がのんびりと笑顔で暮らせるように、残っている力を少しでも発揮出来るように、明るく楽しく

暮らしてほしいと考えている。当初から設置の機械浴をフル活用することで、入浴困難な方にも入浴

を楽しんでもらったり、目の前で調理している食事の匂いを感じ取り食欲に繋げたり、外出で動物園

や海にも出かけている。管理者と職員はグループホームとしての在り方をいつも前向きに捉え、利用

者にとって良き住まいとなるように検討している。地域住民との信頼関係も構築しており、推進会議

での意見交換や避難訓練の時の協力も得られている。町内のお手伝い、近くの大学の学生との交

流やボランティアで敬老会に来てくれたり、ホーム関係者以外の関わりも大切にしている。

基本情報リンク先URL http://www.kaigokensaku.jp/01/index.php?action_kouhyou_detail_2013_022_kani=true&JigyosyoCd=0172901852-00&PrefCd=01&VersionCd=022

評価機関名

所在地



グループホーム　永山亭

　（別紙４-１）

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念

をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践

につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ

う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し

ている

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人

の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か

している

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価

への取り組み状況等について報告や話し合いを行

い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の

実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが

ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5
○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービ

ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス

指定基準における禁止の対象となる具体的な行為」

を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束

をしないケアに取り組んでいる

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学

ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待

が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努

めている

自己評価及び外部評価結果

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価(事業所全体)

町内会の行事など利用者の方と職員も共に参加し

地域との交流に努めている。

町内会に加入する事で関わりを大切にし、日常の

挨拶や廃品回収に参加する事で信頼関係作りに努

めている。町内で開催される花見や夏祭りイベント

にも利用者と一緒に出かけ、地域の方との交流を

楽しんでいる。

ホーム独自の理念を作りホーム内に明示しており、

理念の実践に向け職員間で共有している。

安心とゆとり・明るく楽しい・その人らしさ・地域環境

作りを盛り込んだ判り易い理念が掲げられ、職員は

無理強いすることなく、少しでも笑いが出るように利

用者と接している。重度化も進み各ユニットの状況

は違っているが、現状に合わせた理念の実践が進

められている。

出来る限り地域の行事に参加し地域住民の方々と

の交流を努めている。

運営推進鍵にてご家族様、他施設職員、町内会長

や近隣住民の方々から意見を頂き事業所の向上に

活かせるように取り組んでいる。

前回の課題でもあった推進会議の開催について

は、定期開催を年次計画の中で定め、計画通り開

催している。家族会・町内会長・知見者・行政職員

の参加により事業や活動内容の報告、避難訓練に

ついての意見交換が活発に行われ、ホームの運営

に活かしている。

運営推進会議での検討は、利用している家族や地

域に開かれたサービスの実践、ケアの質の確保を

図る事が目的であり、議事録を出席されていない家

族全員に配布する事で、情報を共有する事が望ま

れる。検討してほしい内容が提案し易い取り組みに

も期待する。

市の担当者とは定期的に連絡を取り、相談や報告

を行っている。

地域包括支援センターから毎月通信の配布で直接

訪問があり、現状報告もしている。包括主催で定期

的に会議の開催や勉強会、他のＧＨや小規模との

交流もあり情報交換を行っている。行政の窓口には

直接出向き、手続きや問い合わせ等を行っている。

スタッフミーティングや各自の勉強などで、どのよう

なことが身体拘束の当てはまるのか、身体拘束をし

ない支援とは等と考え、該当事例が発生した場合

は、カンファレンスを開いて検討している。

永山亭マニュアルもあり、身体拘束の内容について

スタッフミーティングで常に話し合い、事例を通して

何が拘束に該当するのか、身体拘束のないケアは

何なのかについて確認している。ヒヤリハットを日常

記載する事で気付きに着目し、今後はより良いケア

につながるように個々に検討が出来る方法を考え

ている。

毎月のミーティングや日々の話し合いにて、研修な

どで得た知識を共有し、また状況に応じて対応を検

討し言葉遣いや態度に注意し防止に努めている。

2 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価(事業所全体)

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後

見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関

係者と話し合い、それらを活用できるよう支援してい

る

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や

家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い

理解・納得を図っている

10 6
○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び

に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映

させている

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提

案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務

状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、

各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の

整備に努めている

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と

力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保

や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会

を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の

活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組

みをしている

対象となる研修に参加できるよう対応しミーティング

等で参加した研修について報告や勉強会を行い、

知識をスタッフ内で共有できるようにしている。

契約時、文章とわかりやすい言葉で、利用者・ご家

族様に詳しく説明し、納得して頂いてから契約に

至ってる。また質問や疑問点があれば、丁寧に答え

られるよう心がけている。

面会時等、ご家族様から意見を聞き出せるよう声か

けをしている。また、苦情や意見があった際は全ス

タッフが速やかに対応できるよう、話し合い行ってい

る。

面会時には日常の様子を伝え、要望を聴ける雰囲

気作りに努めている。家族会を年１回開催している

が、今後は推進会議の会議録配布で議事案の要

望と、家族のみが話し合える時間を作り家族会とし

ての意見が言える環境を作りたいと考えている。

ミーティング、申し送りの際や連絡ノートを用いて意

見や提案など話し合う場を設けている。また、代表

者からスタッフへのコミュニケーションも積極的にあ

り意見を言いやすい環境になっている。

毎月各ユニット会議、３か月に１度合同ミーティング

を開催し、職員から意見や提案を聞ける機会を設け

運営に反映している。管理者は職員一人ひとりと面

談の機会を作り、個別の話し合いの機会もある。社

長は月に２～３回訪れ職員と積極的にコミュニケー

ションを図っている。

資格修得により昇給昇格がある。また業務内容を

スタッフの考えに任せ、向上心や責任感をもって就

労できるよう努めている。

研修などスタッフが参加したいのがあれば積極的に

参加させてくれている。また、ミーティングにてスタッ

フの勉強会発表の場を設けている。

研修の参加にて同業者との交流の機会があり、

サービスの質の向上を高めていく取り組みをしてい

る。

3 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価(事業所全体)

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい

ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人

の安心を確保するための関係づくりに努めている

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って

いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関

係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、他の

サービス利用も含めた対応に努めている

18

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮

らしを共にする者同士の関係を築いている

19

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本

人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて

いく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と

の関係が途切れないよう、支援に努めている

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず

に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援

に努めている

ご本人やご家族様からアセスメントを取り、不安な

事や要望に応えられるよう常に利用者の話を傾聴

し、コミュニケーションを図っている。

面接の際に、ご家族の思いを聞き、不安な事、要望

等に耳を傾けながら、今後の関係性へと繋げられる

よう対応している。

ご本人やご家族様の問題を把握しご本人とご家族

様と相談しながら何が必要かを考え利用者個々に

合わせた対応を行っている。

レクレーションや調理のお手伝いなどをして頂くな

ど、日頃からコミュニケーションを重視し信頼関係を

築けるよう努力している。

月に１度写真を掲載した通信をご家族に送付し近

況報告や受診時の結果報告等行っている。

馴染みの方はいつでも面会に来て頂けたり、コミュ

ニケーションを通して、馴染みの場所など聞き出せ

てはいるが、特定の利用者しか外出できていない。

家族の面会も多く、友人・知人の訪問もある。時に

は職員が間に入り、会話や様子を伝える役目を果

たしている。仏壇の持ち込みもあり、自分でお経を

唱えている場面、直接僧侶の来訪もある。読書好き

な方、折り紙が趣味の方も職員が継続出来るように

支援している。

利用者同士で好き嫌いがはっきりとしているのでト

ラブルにならないようレクレーション等行う際はス

タッフが間に入り、利用者１人１人に気を配り全員で

楽しんで頂けるよう対応している。

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

4 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価(事業所全体)

22
○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係

性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経

過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に

努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい

る

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環

境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め

ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力

等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に

ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それ

ぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した介

護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個

別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践

や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対

応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援

やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし

を楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が

得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが

ら、適切な医療を受けられるように支援している

ご家族様から相談があれば対応している。

日常生活を通して、１人１人の希望や意向を把握

し、少しでも希望や意向通りになるよう、また無理強

いしないよう努めている。

センター方式の活用で、状態の変化に合わせアセ

スメントを繰り返し行っている。定期的に写真を取

り、表情の移り変わりも把握している。意思の把握

困難な利用者については、過去の経歴を特に大切

にし、利用者本位の対応を検討している。

ご家族様から得た情報や、日常のコミュニケーショ

ンの中で得た情報をスタッフ内で共有し、把握に努

めている。

１人１人の過ごし方や状態を日々、コミュニケーショ

ンや観察にて把握している。

日々の記録にてモニタリング行い、本人・ご家族の

意向を踏まえチーム内で話し合いをし介護計画の

作成行っている。

更新時や変化がある時には、家族とは面会時に次

期計画作成について話合い、計画作成者は職員と

一緒にモニタリング・評価する事で、新しい現状に

即した計画を作成している。日々の記録は計画に

基づいたケア内容を常に確認し、職員は特記事項

で日常の気付きを記載している。

日々の記録をケアプランに沿い記入し、何かあった

際は特記事項に記入スタッフ間情報を共有しやす

く、プランの見直しに活かしている。

状況の変化があれば、スタッフやご家族と話し合い

を行い、ニーズに対応できるように努めている。

地域内の行事やお祭り等積極的に参加し、季節に

合った行事を行い、楽しんで頂けるよう努めている。

ご本人・ご家族様の希望に沿って対応し、往診対応

の利用者に関しては特変時医師に連絡し指示を得

て、対応している。

基本的には利用前の主治医継続となっている。２階

は重度化が進み、主治医について家族と十分に話

し合い、検討の結果主治医の変更があり往診対応

となっている利用者もいる。他の科については家族

やホーム側で受診対応し、受診後の報告も電話で

直に連絡、通信でも個別に記載している。

5 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価(事業所全体)

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気

づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝え

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け

られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま

た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者

との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場

合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段

階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき

ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員

は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実

践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利

用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも

に、地域との協力体制を築いている

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損

ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己

決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人

ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご

したいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支

援している

看護職員へ週２回の健康相談や、往診の方は訪問

した看護師に状況報告し、主治医との連携を図って

いる。

入院中は、面会や病院と連絡を取り、状況の把握

に努め、ご家族とも相談し早期退院を目指した対応

が出来るよう努めている。

ご本人やご家族の方の意向を尊重できるように主

治医と相談し連携を図っている。また、本人の苦痛

や不安を軽減し、ご家族の方も不安にならないよう

に都度説明等を行っている。

看取りの経験も複数あり、看取り状態になった時

は、家族や主治医、職員と十分に話し合い、意思統

一を図る事で対応している。ホーム独自のマニュア

ル「重度化・看取りに関する指針」を用意する事で、

職員に対してもミーティングや勉強会で周知・確認

している。また、看取りの講習にも積極的に出か

け、職員に伝達している。

消防にて、応急手当や初期対応の講習を受けてい

るが、全スタッフではないため、マニュアルを作成し

ており、マニュアルにて再確認している。

地域の方の参加や協力も得て、日中や夜間を想定

した避難訓練を定期的に行い、消防設備点検も

行っている。

年２回日中、夜間を想定した避難訓練を行ってい

る。消防署からは、火災現場から遠く、道路側に面

した場所に避難する事とアドバイスを受けている。

設備会社からは毎月点検があり、職員もコンセント

や漏電による発火の危険性も周知を図っている。他

の福祉施設との避難時受入れ相互協力体制や地

域住民の協力で一緒に避難訓練も行っている。

このグループホームで想定される災害時（火災、水

害、停電等）の検討や対応方法、万が一の場合の

食料や水、寒さを凌げる為の防寒具等の備蓄の検

討が望まれる。消耗品としてどのように活用する

か、保存品としてどのような物が適当か職員や家

族、地域と一緒に検討が期待される。

一人一人のプライバシーの確保を常に考え、声か

けや態度に気を付け対応している。

基本的には名字で呼び、さり気ない声かけで誇りを

失う事がないように支援をしている。職員が主導権

を持つのではなく、いつも利用者主体に関われるよ

うに、職員同士の会話にも人格の尊重やプライバ

シーを損ねる事がないように指導している。

本人の希望を引き出せる様日常の中で声かけして

いるが、本人の意思や思いを十分に引き出せてい

ない部分もある。

入居者の生活リズムを把握し、出来る限り入居者一

人一人のペースを大切にし、希望に沿った支援に

努めている。

訪問美容がほとんどであるが、パーマ、毛染め等本

人からの希望に沿った対応をしている。また、日常

では入居者によって髪型を整えたり、洗面後クリー

ムを使っている。

6 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評
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外部評価(事業所全体)

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや

力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食

事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確

保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた

支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人

ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし

ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの

力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排

泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫

や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組

んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し

めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてし

まわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、

休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して

いる

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法

や用量について理解しており、服薬の支援と症状の

変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人

ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し

みごと、気分転換等の支援をしている

調理の準備や後片付けを一緒に行い、入居者と一

緒にスタッフも食事を摂り、楽しんで頂いている。肉

や麺類が苦手な方には、他の物で対応している。

毎食手作りの食事を提供され、職員と一緒に楽しん

でいる。状態に合わせ刻みや、ミキサー食も工夫

し、無理なく食べられるように支援している。町内の

焼き肉に参加したり、回転寿司で外食も楽しんでい

る。誕生日には手作りのケーキが用意され、皆でお

祝いしている。

食事・水分チェック表にてこまめに確認し、摂取量

の少ない方には好みの物や、ゼリー、主治医に相

談し、エンシュアを処方していただき、必要に応じて

対応している。

毎食後の他に起床時、就寝時に口腔ケアを行って

いる。口腔機能の低下している方には、食前も促し

ている。自力にて出来る方は、見守りにて行い、必

要に応じ仕上げを支援している。

排泄チェック表を利用し、個別の排泄パターンを把

握、入居者本人のリズムに合わせ、誘導を行ってい

る。また、必要に応じて声かけさせて頂いている。

トイレでの排泄を基本として、声かけ誘導の支援が

行われている。バルーン留置の利用者もおり、排泄

作業を職員が行い、看護師が定期交換している。

退院後の身体状況低下についても、原状回復に力

を注いでいる。

ケース記録にて、個々の排便状況を把握し、水分

摂取や運動を促したり、乳製品を摂って頂くなどし、

便秘の予防に努めている。

入居者本人の希望を取り入れ、入浴日や時間を定

めず、最低でも週２回入浴できるよう個別に沿った

支援をしている。

週２回は入浴できるように支援している。普通の入

浴が困難な利用者については、１階にある機械浴

で安心して入浴を楽しんでもらっている。夏場の暑

い時期や、体調が悪い時にはシャワー浴や清拭の

対応で、清潔に心がけている。

一人一人の生活ペースを把握し、昼夜問わず好き

な時間に眠れるよう支援しているが、夜間眠れない

様子が見受けられた場合には、本人のペースを保

ちつつ、日中の活動量などについて検討している。

入居者の内服の内訳を見やすい位置に設置し、全

スタッフがいつでも見れるようにしている。また、内

服薬に変更があった際には、全スタッフが周知でき

るように連絡ノートに記入している。

入居者個々によって、レクリエーションや日常のお

手伝いなど内容は異なるが、一緒に行なっていただ

き楽しみのある生活を送っていただけるよう支援し

ている。

7 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット1）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容
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49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ

られるよう支援に努めている。また、普段は行けない

ような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけられるように支援してい

る

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して

おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し

たり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の

やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、

トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう

な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご

せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用

者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を

している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し

ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本

人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が

送れるように工夫している

本人の希望を取り入れ、暖かい季節は月に一度外

出の機会を設けている。外出、外泊はご家族の協

力を得て制限なく行っている。外出行事の際は、家

族の方に案内を出し、参加を促している。

毎朝の体操から身体を慣らし、天気の良い日は近

隣の散策、ホーム前で日光浴をしている。プラン

ターで野菜の栽培や花で楽しみ、お茶や軽食で外

の空気に触れている。留萌へ出かけ海辺でバーベ

キューを楽しんだり、リンゴの収穫で季節を味わっ

たり、動物園で人気施設を体感する事もある。今後

は低下がみられる利用者の対応について検討して

いる。

以前は入居者本人で管理されていたこともあった

が、無くなったと何度か訴えあり、状況に応じ、本人

や家族に了承を取ったうえで事務所にて管理し、必

要に応じて手渡している。また、使用した金銭と残

金、レシートを本人に確認していただいている。

希望があった際には都度対応している。

定期的にアセスメント、モニタリングを行い、入居者

一人一人の「出来ること」「分かること」に合わせた

対応をとっている。安全面ではバリアフリーや手摺

の設置、浴室には滑り止めマットを使用している。

馴染みの家具の他、仏壇等自由に持ち込んでいた

だき、自宅で生活していた時と変わらない生活が送

れるよう取り組んでいる。また、スタッフと一緒に

作った作品や家族の方の写真などを掲示じている。

居室はベット・カーテン・クローゼット・洗面台・箪笥・

テレビが配置されており、自分の衣類や寝具、思い

出の品や写真、寝具が沢山持ち込まれている。利

用者は現状に合わせた使い易い居室となるように

配置され、職員と一緒に作成した手作りの作品等も

掲示されている。

ホール内には、季節に応じた設えや入居者の写真

などを掲示している。また、天気の良い日は日当た

りもよく、居心地よく過ごしていただいている。ペット

を飼育しているため、掃除や消毒には特に注意し清

潔に努めている。

各ユニットは雰囲気も違い、それぞれの利用者に合

わせた空間作りを工夫している。現在はクリスマス

モードに設え、他の時期には季節が感じられるよう

にアレンジしている。沢山のソファーが配置され、職

員と一緒に日中をゆったりと過ごせるようになって

いる。室温や室温に配慮し、体調が安定出来るよう

に気を配っている。

食卓やホール、玄関前、窓際といろいろな場所に椅

子を設置してあり、好きな時に好きな場所で過ごし

ていただけるように工夫している。

8 株式会社　サンシャイン
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【事業所概要（事業所記入）】

※事業所の基本情報は、介護サービス情報の公表制度の公表センターページで閲覧してください。

【評価機関概要（評価機関記入）】

株式会社　サンシャイン

札幌市中央区北5条西6丁目第2道通ビル9F

○ ○

○

○

○ ○
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○

○ ○
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評価機関名

所在地

訪問調査日

　（別紙４-１）

自己評価及自己評価及自己評価及自己評価及びびびび外部評価結果外部評価結果外部評価結果外部評価結果

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号 0172901852
開設当初より、各ユニット毎にパピオンとダックスフンドをアニマルセラピーとして飼育しています。来

客の方には吠えたりしますが、入居者の方には吠えず癒しの時間を作ってくれています。また、車椅

子の方も安心していただけるように、機械浴を設置することにより、楽しんで入浴していただいていま

す。地域の方とも、町内会に入会し行事などに参加させていただくことにより、交流させていただく機

会も増え、避難訓練にも駆けつけて下さっています。また、運営推進会議にも参加してくださっていま

す。入居者の方には、一人一人のペースや意思を尊重し、安心して楽しくゆとりある生活を送ってい

ただけるように、ゆったりとした時間を作ることや不快な刺激を取り除き明るく楽しくをモットーに支援

させていただいています。

所在地 旭川市永山４条２２丁目４番１２号

自己評価作成日 平成25年11月17日

法人名 株式会社　ケアジャパン

事業所名 グループホーム永山亭

項　　目

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当するものに○印

項　　目

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果

　　↓該当するものに○印

56

職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向を掴んでいる

（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の

63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求めていることを

よく聴いており、信頼関係ができている

（参考項目：9,10,19）

1. ほぼ全ての家族と

2. 利用者の２/３くらいの 2. 家族の２/３くらいと

3. 利用者の１/３くらいの 3. 家族の１/３くらいと

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

57

利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面がある

（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

通いの場やグループホームに馴染みの人や地域の人々が訪

ねて来ている

（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように

2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度

3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない 4. ほとんどない

58

利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている

（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関係者とのつなが

りが拡がったり深まり、事業所の理解者や応援者が増えてい

る

（参考項目：4）

1. 大いに増えている

2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

3. 利用者の１/３くらいが 3. あまり増えていない

4. ほとんどいない 4. 全くいない

59

利用者は、職員が支援することで生き生きした表情や姿がみ

られている

（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

66

職員は、活き活きと働けている

（参考項目：11,12）

1. ほぼ全ての職員が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

60

利用者は、戸外の行きたいところへ出かけている

（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満足していると

思う

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

61

利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安なく過ごせてい

る

（参考項目：30,31）

1. ほぼ全ての利用者が

68

職員から見て、利用者の家族等はサービスにおおむね満足し

ていると思う

1. ほぼ全ての家族等が

2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

62

利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔軟な支援によ

り、安心して暮らせている

（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が

2. 利用者の２/３くらいが

3. 利用者の１/３くらいが

4. ほとんどいない
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　（別紙４-１）

自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

ⅠⅠⅠⅠ....理念理念理念理念にににに基基基基づくづくづくづく運営運営運営運営

1 1

○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義を踏まえた事業所理念

をつくり、管理者と職員は、その理念を共有して実践

につなげている

2 2

○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続けられるよ

う、事業所自体が地域の一員として日常的に交流し

ている

3

○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認知症の人

の理解や支援の方法を、地域の人々に向けて活か

している

4 3

○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの実際、評価

への取り組み状況等について報告や話し合いを行

い、そこでの意見をサービス向上に活かしている

5 4

○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、事業所の

実情やケアサービスの取り組みを積極的に伝えなが

ら、協力関係を築くように取り組んでいる

6 5
○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「指定地域密着型サービ

ス指定基準及び指定地域密着型介護予防サービス

指定基準における禁止の対象となる具体的な行為」

を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて身体拘束

をしないケアに取り組んでいる

7

○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止法等について学

ぶ機会を持ち、利用者の自宅や事業所内での虐待

が見過ごされることがないよう注意を払い、防止に努

めている

スタッフミーティングでの話し合いや、各自の勉強な

どで、どのようなことが拘束に該当するのか、拘束

をしない支援は不可能か等を考え、該当する事例

が発生した場合にはカンファレンスを行い検討して

いる。

虐待防止法を学ぶ機会は少ないものの、紫斑や発

赤ができた際には、スタッフミーティングの際に検討

会を開き、スタッフ間で共有すると共に原因の究明

や防止に努めている。

家族の方や町内会の方、市の職員の方などからの

意見を参考にサービスの向上に活かしている。

市の担当職員や地域包括の職員などと定期的に報

告・連絡・相談・疑問点について質問などを行い、説

明を受けると共に協力も得ている。

町内会に入会しており地域との交流は図っている

が、認知症の人に対しての支援の方法などを地域

に向けて発信は出来ていない。

町内会へ入会しており、行事やお祭りなどには積極

的に参加させていただいている。また、日々の挨拶

や、廃品回収への参加等により、交流を図ってい

る。

事業所独自の理念を作り、その理念をスタッフが理

解した上で、一丸となり統一したケアができるよう努

めている。

自己評価及び外部評価結果

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

10 株式会社　サンシャイン
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自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

8

○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業や成年後

見制度について学ぶ機会を持ち、個々の必要性を関

係者と話し合い、それらを活用できるよう支援してい

る

9

○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、利用者や

家族等の不安や疑問点を尋ね、十分な説明を行い

理解・納得を図っている

10 6
○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や職員並び

に外部者へ表せる機会を設け、それらを運営に反映

させている

11 7

○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の意見や提

案を聞く機会を設け、反映させている

12

○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実績、勤務

状況を把握し、給与水準、労働時間、やりがいなど、

各自が向上心を持って働けるよう職場環境・条件の

整備に努めている

13

○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケアの実際と

力量を把握し、法人内外の研修を受ける機会の確保

や、働きながらトレーニングしていくことを進めている

14

○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流する機会

を作り、ネットワークづくりや勉強会、相互訪問等の

活動を通じて、サービスの質を向上させていく取り組

みをしている

研修などを通して他職種や他事業所との交流や意

見交換を図っている。

毎月１回のスタッフ勉強会を行っており、１度に１名

ではあるが、各自の調べたいことやスタッフ全員で

内容を策定し行っている。

資格取得制度を設け、昇給や給料の見直しを行っ

ており、また、社長通達を掲示し退勤しやすい環境

づくりなどに勤めている。

事務所窓口に意見箱の設置をするとともに、家族

会の総会や運営推進会議に参加していただいた時

などに意見や要望が聞けるようにしている。また、

苦情や意見があった際には、スタッフに報告すると

ともに、速やかな対応をしている。

月に１回のミーティングや申し送り等で、スタッフの

意見や提案を聞ける環境を作っており、また、代表

者もスタッフと積極的にコミュニケーションを図り、意

見が言いやすい環境づくりに取り組んでいる。

入居や退居時または改定時には、文章と口頭にて

理解して頂けるように心がけており、また、疑問や

不安があった場合には丁寧な説明をさせて頂き理

解を得ている。

数名研修に参加し学ぶ機会はあったが、スタッフ全

員と共有し理解を深めるまでには至っておらず、ま

た、活用も現在はできていない。

11 株式会社　サンシャイン
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自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

15

○初期に築く本人との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、本人が困ってい

ること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、本人

の安心を確保するための関係づくりに努めている

16

○初期に築く家族等との信頼関係

サービスの利用を開始する段階で、家族等が困って

いること、不安なこと、要望等に耳を傾けながら、関

係づくりに努めている

17

○初期対応の見極めと支援

サービスの利用を開始する段階で、本人と家族等が

「その時」まず必要としている支援を見極め、他の

サービス利用も含めた対応に努めている

18

○本人と共に過ごし支え合う関係

職員は、本人を介護される一方の立場に置かず、暮

らしを共にする者同士の関係を築いている

19

○本人を共に支え合う家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場に置かず、本

人と家族の絆を大切にしながら、共に本人を支えて

いく関係を築いている

20 8

○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人や場所と

の関係が途切れないよう、支援に努めている

21

○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが孤立せず

に利用者同士が関わり合い、支え合えるような支援

に努めている

ⅡⅡⅡⅡ....安心安心安心安心とととと信頼信頼信頼信頼にににに向向向向けたけたけたけた関係関係関係関係づくりとづくりとづくりとづくりと支援支援支援支援

いつでも面会に来ていただけるように、時間の制限

などを設けずに対応している

利用者同士が交流することが少ないため、スタッフ

側から声掛けし、楽しんでいただけるように会話を

提供している。

本人が不安なく生活が出来るように、家族の方が一

緒に参加できるような行事を考え、呼びかけを行い

参加をお願いしている。

基本的な1日の流れは決まっているが、その中でも

本人の生活形態やリズム等を尊重し柔軟な対応を

心がけている。

本人や家族の方が何を必要としているのかを見極

め、問題の把握に努めている。

面会時など、家族の方の思いや要望を聞けるよう

信頼関係を築くと共に、意見や要望があった場合に

は納得をして頂けるよう話し合いを行っている。

入居前より本人や家族の方と面識を持ち、不安の

軽減に努めている。また、入居後には積極的にコ

ミュニケーションをとる事により気持ちや要望の把

握に努めている。

12 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

22
○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これまでの関係

性を大切にしながら、必要に応じて本人・家族の経

過をフォローし、相談や支援に努めている

ⅢⅢⅢⅢ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるためのケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメントケアマネジメント

23 9 ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向の把握に

努めている。困難な場合は、本人本位に検討してい

る

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、生活環

境、これまでのサービス利用の経過等の把握に努め

ている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、有する力

等の現状の把握に努めている

26 10 ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアのあり方に

ついて、本人、家族、必要な関係者と話し合い、それ

ぞれの意見やアイディアを反映し、現状に即した介

護計画を作成している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや工夫を個

別記録に記入し、職員間で情報を共有しながら実践

や介護計画の見直しに活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれるニーズに対

応して、既存のサービスに捉われない、柔軟な支援

やサービスの多機能化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源を把握し、

本人が心身の力を発揮しながら安全で豊かな暮らし

を楽しむことができるよう支援している

30 11 ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切にし、納得が

得られたかかりつけ医と事業所の関係を築きなが

ら、適切な医療を受けられるように支援している

通院可能な方に関しては、かかりつけ医に通院して

いただいているが、不可能な方に関しては往診など

にて対応するなど本人の心身の状況などを考慮し

支援している。

旭川大学へのボランティアの呼びかけや、楽器演

奏のボランティアなどをお願いし楽しんで頂いてい

る。

基本的に食事は常食としているが、嚥下や咀嚼の

状況などに応じて刻み食やミキサー食などに変更

し、食べていただくなど柔軟に対応している。

家族の方の意見や、スタッフからの話。また、モニタ

リングを全スタッフにて行いケアプランの作成に活

かしている。

記録の中にケアプランを反映させることにより、ケア

プランに関心を持ち、気づきなどがあった場合には

記録への記入や申し送り時に共有するなどし、プラ

ンの見直しに活かしている。

コミュニケーションや、見守りを通し一人一人のペー

スや、心身状態、自立度などの把握に努めている。

現状では、明確に意思を伝えられる方が少ないた

め、コミュニケーションを通し、本人の思いや把握に

努め、スタッフ間で話し合い検討している。

家族の方より知り得た情報や、本人との会話の中

で知り得た情報をスタッフで共有し、把握に努めて

いる。

相談があれば対応している。

13 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

31 ○看護職員との協働

介護職員は、日常の関わりの中でとらえた情報や気

づきを、職場内の看護職員や訪問看護師等に伝え

て相談し、個々の利用者が適切な受診や看護を受け

られるように支援している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できるように、ま

た、できるだけ早期に退院できるように、病院関係者

との情報交換や相談に努めている。又は、そうした場

合に備えて病院関係者との関係づくりを行っている。

33 12 ○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方について、早い段

階から本人・家族等と話し合いを行い、事業所ででき

ることを十分に説明しながら方針を共有し、地域の関

係者と共にチームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全ての職員

は応急手当や初期対応の訓練を定期的に行い、実

践力を身に付けている

35 13 ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問わず利

用者が避難できる方法を全職員が身につけるととも

に、地域との協力体制を築いている

ⅣⅣⅣⅣ．．．．そのそのそのその人人人人らしいらしいらしいらしい暮暮暮暮らしをらしをらしをらしを続続続続けるためのけるためのけるためのけるための日日日日々々々々のののの支援支援支援支援　　　　

36 14 ○一人ひとりの人格の尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバシーを損

ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表したり、自己

決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのではなく、一人

ひとりのペースを大切にし、その日をどのように過ご

したいか、希望にそって支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができるように支

援している

意思を伝えられる方には言葉かけにて衣服などを

一緒に選び、伝えられない方には、好みを把握した

うえで好みにあった身だしなみを支援している。ま

た、訪問美容の対応も行っている。

生活リズムやペース、心身の状況などを把握し、一

人一人に合わせた支援を行い、希望などがある場

合には可能な限り対応している。

本人の思いを受け入れられる環境を大切にし、自

己決定しやすいような言葉かけの工夫を行ってい

る。

地域の方にも参加や協力して頂きながら、日中・夜

間を想定しての避難訓練や、消防署職員の方の指

導のもと、初期消火訓練も実施している。

不適切な言葉かけがあった場合には、都度言葉か

けなどについて話し合いを行い、尊厳ある接し方を

全スタッフで心がけている。

本人や、家族の方の意向を尊重し、医師と綿密な

連携を図りながら、本人や家族の方が安心できるよ

う都度状況を報告している。

マニュアルを作成し、スタッフミーティングや定期的

な訓練を行い、反省点などについての話し合いや、

勉強会を行うとともに、心肺停止時の対応として人

工呼吸の方法などを消防署職員の方から指導を受

けている。

入院中は面会や、病院関係者との連絡をとり、状況

の把握に努め、退院後円滑に対応できるよう、家族

の方と相談しながらすすめている。

週２回看護スタッフによる、健康相談の実施や、バ

イタル測定、身体状況等知り得た情報を医師に伝

え連携を図っている。

14 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

40 15 ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとりの好みや

力を活かしながら、利用者と職員が一緒に準備や食

事、片付けをしている

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を通じて確

保できるよう、一人ひとりの状態や力、習慣に応じた

支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食後、一人

ひとりの口腔状態や本人の力に応じた口腔ケアをし

ている

43 16 ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人ひとりの

力や排泄のパターン、習慣を活かして、トイレでの排

泄や排泄の自立にむけた支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食物の工夫

や運動への働きかけ等、個々に応じた予防に取り組

んでいる

45 17 ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて入浴を楽し

めるように、職員の都合で曜日や時間帯を決めてし

まわずに、個々にそった支援をしている

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況に応じて、

休息したり、安心して気持ちよく眠れるよう支援して

いる

47 ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作用、用法

や用量について理解しており、服薬の支援と症状の

変化の確認に努めている

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるように、一人

ひとりの生活歴や力を活かした役割、嗜好品、楽し

みごと、気分転換等の支援をしている

重度化しているため、全員一緒に参加できるような

レクリエーションは難しいが、個々が参加できるよう

な内容を検討することや、月1～2回程度誕生会や

外出レクなども含め検討し少しでも楽しみのある生

活を送っていただけるように努めている。

用法・用量・副作用については医師からの話を全ス

タッフで把握し、経過観察している。また、服薬の内

容や内訳に関しては、スタッフが見やすいところに

配置し、いつでも確認できるようにしている。

入浴日や時間帯などは基本的には決まっている

が、本人の意思を出来るだけ尊重し、ゆっくりと入浴

が出来るように配慮している。

無理のない程度に日中の活動を促し、自然な入眠

が出来るように支援することや、昼夜逆転の防止を

心がけている。また、夜間不眠が見られた際には、

身体的負担を考慮しながら医師と相談し、眠剤の検

討を行い服用していただいている。

排泄チェック表を用い、排泄間隔の把握に努めると

共に、個々の排泄間隔に合わせ必要に応じてトイレ

誘導や声かけなどを行い、出来るだけトイレでの排

尿を促している。

水分摂取表や排泄チェック表を用いながら、状況の

把握を行い、毎日の体操や水分を促すなど、個々

に応じた便秘予防や医師との連携を図り緩下剤や

座薬などにて排便のコントロールを行っている。

起床時、毎食後、就寝時などに一人一人自室の洗

面台にて行って頂いている。また、自力にて行われ

ている方にも、声かけし口腔内確認をさせて頂き、

磨き残しや口腔内の確認を行っている。

スタッフも会話をしながら食事をするなど楽しい雰囲

気作りを心がけている。また、訴えができない方が

多いため、小さな変化にも気づける体制づくりに努

めている。

水分・食事摂取表を用い確認することにより、制限

のある方の水分量の把握や少ない方については代

替品（ゼリーなど）で対応している。

15 株式会社　サンシャイン



グループホーム　永山亭

自己評価（ユニット2）

実施状況 実施状況 次のステップに向けて期待したい内容

自

己

評

価

外

部

評

価

項　　目

外部評価

49 18 ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外に出かけ

られるよう支援に努めている。また、普段は行けない

ような場所でも、本人の希望を把握し、家族や地域

の人々と協力しながら出かけられるように支援してい

る

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを理解して

おり、一人ひとりの希望や力に応じて、お金を所持し

たり使えるように支援している

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をしたり、手紙の

やり取りができるように支援をしている

52 19 ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食堂、浴室、

トイレ等）が、利用者にとって不快や混乱をまねくよう

な刺激（音、光、色、広さ、温度など）がないように配

慮し、生活感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご

せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の合った利用

者同士で思い思いに過ごせるような居場所の工夫を

している

54 20 ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室あるいは泊まりの部屋は、本人や家族と相談し

ながら、使い慣れたものや好みのものを活かして、本

人が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」や「わかるこ

と」を活かして、安全かつできるだけ自立した生活が

送れるように工夫している

リロケーションダメージを出来るだけ軽減できるよう

に、入居時に家族の方と話し合い、生活の場の再

現が出来るように配慮している。また、スタッフと制

作した作品や写真などを飾り、心地よく過ごせる空

間づくりに努めている。

ホール内には、季節に応じた展示物を掲示し季節

が感じられるような設えを心がけている。また、室温

や湿度にも注意しており、パネルヒーターの調整や

冬季の間は加湿器など使用し、不快な刺激の排除

を心がけている。

ソファーを少し離れた位置に配置することや、一人

がけのソファーを設置することにより、いつでも好き

な時に入居者同士がくつろげる空間づくりを心がけ

ている。

安全面では手すりや、入浴時には滑り止めマットを

使用するなどし注意を払っている。また、身体の状

況や要望等に応じた対応を心がけている。

現在は、対象者がいないため行っていないが、希望

がある場合は、その都度対応できるようにしてい

る。

現在自ら希望される方はいないが、行事予定での

外出や天気の良い日には散歩などに誘い出かけて

いる。また、家族の方の面会にて、希望がある場合

には、体調不良などの理由のない限り外出や外泊

をしていただいている。

現在全員が事務所管理にてスタッフが対応してい

る。

16 株式会社　サンシャイン



　（別紙４-２）

事  業  所  名　　グループホーム　永山亭

作　　成　　日 ：　平成　25年　12月　17日

市町村受理日：　平成　25年　12月　20日

優先

順位

項目

番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容

目標達成に

要する期間

1 4

運営推進会議は定期的に開催しているが、議事録を

出席していない家族の方などに、配布しておらず、情

報を共有する事をできていない。また、検討内容は施

設側のみで提案しており、参加者やご家族の意見を

取り入れていない。

議事録を欠席者やご家族の方に配布する事で情報の

共有が行え、また、様々な意見を取り入れる事で会議

内容の充実を図る。

欠席者・ご家族の方へ配布する議事録を、会議内容

のアンケートがとれるような書式にする。

３か月

2 35

年２回日中・夜間想定した避難訓練は行っているが、

地震や水害、停電などへの備蓄はできていない。

大規模災害が起こった時、旭川の指針では３日分の

食料、水を確保して欲しいと言われているため、指針

に沿えるような備蓄を行う。また、冬季の災害も予測さ

れるため、カセットコンロや寒さをしのげるような防寒

具等の備蓄も合わせて進めていく。

食材購入時、備蓄可能な食材（レトルト食品、缶詰、

カップ麺、乾面、パックご飯等日持ちする物）を少しず

つ購入していき、備蓄量を増やしていく。カセットコン

ロ、防寒具、ポータブルストーブの購入。

３か月

3

4

5

注１）項目番号欄には、自己評価項目の番号を記入して下さい。

注２）項目数が足りない場合は、行を追加して下さい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　目標達成計画目標達成計画目標達成計画目標達成計画
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